
■羅臼町財政健全化計画 概要版 令和５年２月策定 羅臼町役場 税務財政課 財政担当
 〜持続可能な財政構造の構築を目指して〜

①計画期間①計画期間①計画期間①計画期間 ①行財政基盤の整備①行財政基盤の整備①行財政基盤の整備①行財政基盤の整備
 ・令和４年度〜令和８年度  ・事務事業の取捨選択と重点化
 ・５年間  ・積極的な情報収集

 ・DXの推進等による時間の創出
②会計単位②会計単位②会計単位②会計単位
 ・一般会計 ②内部努力とさらなる徹底②内部努力とさらなる徹底②内部努力とさらなる徹底②内部努力とさらなる徹底

 ・行財政改革の推進
③計画の見直し③計画の見直し③計画の見直し③計画の見直し  ・手法の変更・見直し、主体・執行体制の見直し

 ・全庁一丸による歳出全般に渡る見直し

③財源の積極的な確保③財源の積極的な確保③財源の積極的な確保③財源の積極的な確保
 ・ふるさと納税の推進

④歳入・歳出の試算方法④歳入・歳出の試算方法④歳入・歳出の試算方法④歳入・歳出の試算方法  ・創意工夫による歳入確保
 ・町税等の収納対策の強化
 ・公有財産の有効活用と処分
 ・国・道支出金の積極的な獲得
 ・地方交付税措置のある有利な地方債の活用

④自主的・自律的な行財政運営の推進④自主的・自律的な行財政運営の推進④自主的・自律的な行財政運営の推進④自主的・自律的な行財政運営の推進
 ・各特別会計・水道事業会計の経営健全化
 ・町⺠活力等多様な担い手との協働
 ・公共施設の適正配置と有効活用

・物件費は縮減により令和３年度決算額ベース

・新規借入額を元金償還額未満とし、公債費を縮減する
・財源不足を回避し、財政調整基金の繰入れを最小限にとどめる

（提言）

・財政力指数 0.258 ・経常収支比率 85.2％
・実質公債費比率 7.8％
・積立金現在高比率 143.4％
・地方債現在高比率 193.8％

財政健全化計画策定の意義財政健全化計画策定の意義財政健全化計画策定の意義財政健全化計画策定の意義 健全化計画策定の基本的な考え方健全化計画策定の基本的な考え方健全化計画策定の基本的な考え方健全化計画策定の基本的な考え方 主な歳入の状況主な歳入の状況主な歳入の状況主な歳入の状況 推計方法推計方法推計方法推計方法 持続可能な財政構造への転換に向けた取り組み持続可能な財政構造への転換に向けた取り組み持続可能な財政構造への転換に向けた取り組み持続可能な財政構造への転換に向けた取り組み

計画策定の意義と目的 基本的な考え方 当町の財政状況 今後の財政収支 持続可能な財政構造の構築を目指して

・基幹産業である漁業の低迷と人口減少による町税収入
の減少

・町税収入は漁業の低迷などにより減少傾向、令和２年
度で約6.1億円

・令和５年度までは令和３年度決算額、第７期総合計画
及び公共施設等総合管理計画をベース

・少子高齢化による社会保障関係経費の増加 ・地方交付税は国調人口減などにより減少、令和2年度
で約21億円

・令和６年度以降は継続予定事業や経常経費の伸び率等
を考慮

・健全な財政運営と強固な財政基盤の確立  ・前年度の決算状況や当該年度の予算編成方
 針等の作成に合わせ、毎年度見直す

・人件費は会計年度任用職員制度により増加傾向、令和
２年度で約8.5億円

・繰入金は知床・羅臼まちづくり基金を有効活用、財源
調整と公債費償還財源には財政調整基金及び減債基金を
活用・町独自の財政構造の構築 ・公債費は減少傾向、令和２年度で約3.7億円
・地方交付税は過去の実績に基づき約19億円程度で推移

・財政健全化計画の策定
・普通建設事業は知床未来中学校事業完了で平準化見込
みも町⺠体育館耐震改修事業など突発的な対応で増加、
令和２年度で約11億円

 ・歳入は科目別、歳出は性質別で試算
歳出の推移歳出の推移歳出の推移歳出の推移

 ・事業は、羅臼町第７期総合計画及び公共施
 設等総合管理計画をベースとする

・補助費等ほかは新型コロナ支援などにより増加、令和
２年度で21.7億円 ・義務的経費は職員数の増による人件費増加、町債償還

費の増に伴う公債費の増加が見込まれる財政健全化計画策定の目的財政健全化計画策定の目的財政健全化計画策定の目的財政健全化計画策定の目的
基金残高の状況基金残高の状況基金残高の状況基金残高の状況

・大型建設事業実施に伴う公債費の増嵩 ・町債は近年の⻑寿命化など大型建設事業により増加、
令和２年度で約6.9億円 歳入の推移歳入の推移歳入の推移歳入の推移

主な歳出の状況主な歳出の状況主な歳出の状況主な歳出の状況
・町税は水揚げ回復の兆しが見えず、令和元年度決算額
6.1億円程度で推移

・中期的な財政収支を推計し、健全性を確保するための
方策を明確化

・特に公債費は近年実施した大型建設事業によりここ数
年は高水準での推移が見込まれる・財政調整基金・減債基金は約13億円前後で推移・羅臼町第７期総合計画の実行性を確保すための指針と

する
・投資的経費は町営住宅⻑寿命化事業が継続も令和６年
度以降の事業は計画がないため未計上・特定目的基金はふるさと納税により毎年1.5〜2億円増

加・町⺠等に財政情報を提供し、行財政運営への理解を深
める ・令和元・２年度は町営住宅⻑寿命化事業の財源として

公共施設整備基金から取崩
・繰出金・補助費等は令和４年度予算額程度で推移する
と見込まれる

予算編成の改革予算編成の改革予算編成の改革予算編成の改革・収入に見合う独自の財政構造を構築し、予算編成や予
算執行に当たっての指針とする ・今後の財政運営や増高する公債費、公共施設⻑寿命化

に必要な財源確保のため積立し、令和2年度末残高は約
37.3億円

歳入歳出の収支見込歳入歳出の収支見込歳入歳出の収支見込歳入歳出の収支見込

【羅臼町財政健全化計画策定職員ワーキンググループからの提言】【羅臼町財政健全化計画策定職員ワーキンググループからの提言】【羅臼町財政健全化計画策定職員ワーキンググループからの提言】【羅臼町財政健全化計画策定職員ワーキンググループからの提言】 ・歳出抑制と財源調整基金の繰入れを行うことにより令
和８年度までの⿊字を維持

・人件費は地方税収入の範囲内を目指し、DXを推進するなど人件費
増嵩を抑制する町債残高の状況町債残高の状況町債残高の状況町債残高の状況

 当町の経済状況や人口動態に爆発的な回復は見込まれず、今後も極めて硬直的な財政運営を強いられることが予想される。
 そのような中、職員一人ひとりが「探求力」・「チームビルディング力」・「プランニング力」・「アクション力」・「成果獲得力」・
「リプランニング力」・「継続実践力」の７つの力を磨き上げ、日々の業務おける方策検討や効率化にこれまで以上に取り組む姿勢が求め
られる。
 最小の経費で最大効果を念頭とした、抜本的な改革を勇気を持って進めることが、当町の持続可能な財政構造を構築の実現に繋がること
を提言する。

・増嵩する公債費の適正管理や平準化のため、減債基金は一定の基
準を設けた上で計画的な運用を行う・知床未来中学校改築事業約12億円で急増し、令和２年

度末残高は約50.4億円
基金残高の推移基金残高の推移基金残高の推移基金残高の推移

・残高のうち、過疎債は40.3％、辺地債7.9％と約半分は
交付税措置が大きく有利な地方債

・普通建設事業等の財源や財源調整のための繰り入れに
より減少傾向、令和8年度末残高は約33億円の見込み まとめまとめまとめまとめ

・経常収支比率は上昇傾向だったが、令和２年度は一般
財源充当額の減により、2.7ポイント下降の85.2％ 経常収支比率の推移経常収支比率の推移経常収支比率の推移経常収支比率の推移

・歳入の経常一般財源が横ばいであるのに対し歳出は増
加するため悪化し、令和8年度には97.4％の見込み

【羅臼町財政経営ポリシー】 ・厳しい財政運営が余儀なくされる中、人口減少に立ち向かう総合
戦略の取り組みを推進し、羅臼町第7期総合計画に基づき、知床らう
すの創生・発展させなければならない

■羅臼町財政経営の原則原理
 「積極的な歳入確保と徹底した歳出の見直しに努め、収支の均衡を図り、質の高い住⺠サービスを提供する」 ・財源調整や町債償還のため財政調整基金や減債基金を

活用を見込む■羅臼町財政経営の理念
 「人を育て時間を生み出し、探求心を持って最小経費で最大効果を求める、身に着けた財政経営スキルで持続可能な財政構造構築を実現
する。」

・最小の経費で最大の効果を上げられるよう、職員一人ひとりが高
いコスト意識を持ち。DXの積極的な推進などにより、簡素で効率的
な組織機構の再編に努めながら、創意工夫の下、持続可能な財政構
造の構築を目指す

町債残高の推移町債残高の推移町債残高の推移町債残高の推移
経常一般財源の推移と経常収支比率の状況経常一般財源の推移と経常収支比率の状況経常一般財源の推移と経常収支比率の状況経常一般財源の推移と経常収支比率の状況

・近年実施した大型建設事業により令和5年度のピーク
以降は下降傾向も、据え置き期間が満了する3年経過後
から高い水準で推移する見込み

・経常一般財源は町税収入の減により減少傾向も、令和
２年度は地方交付税の増加により26.1億円

主要な財政指標等の状況主要な財政指標等の状況主要な財政指標等の状況主要な財政指標等の状況 ・ふるさと納税は毎年度7億円で推移し、知床・羅臼ま
ちづくり基金の令和8年度末残高は約22.7億円の見込み

【【【【財政経営の柱財政経営の柱財政経営の柱財政経営の柱】】】】
１ 対話から連携・協働・行動へ

〜コミュニケーションとコラボレーション〜
２ 財政経営上の戦略的な取捨選択

〜スクラップ＆ビルド〜
３ 意欲的・積極的な改革の実践

〜モチベーションとイノベーション〜
４ 正確かつ迅速な仕事の推進

【【【【求められる職員像求められる職員像求められる職員像求められる職員像】】】】
１ Kプロジェクトを基本に積極的にまちづくりを進める職員
２ 各種情報への感度を磨き、自己啓発に努める職員
３ 組織目標の達成に向けて、連携・連動・協働を意識できる職員
４ 地域との対話と公正公平な主張で予算獲得を実現できる職員
５ 検証分析の徹底により勇気を持った歳出抑制を実現できる職員
６ 財政事務能力・法務能力を備え、順守する職員
７ ふるさと羅臼を次世代へ繋げていくことを大切にする職員


